
山
形
大
学
地
域
連
携
型
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー
ム
道
草
」。

平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
拠
点
は
、
こ
こ
金
山
町
。

本
特
集
で
は
、
今
や
１
０
０
名
を
超
す
学
生
が
所
属
す
る
チ
ー
ム
道
草
が
た
ど
っ
て
き
た
軌
跡
と
、

見
知
ら
ぬ
地
で
、
地
域
の
た
め
に
ひ
た
走
る
若
者
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
「
道
草
ぶ
ん
こ
う
」

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
８
年
。
平
成
24
年
の

春
、
山
形
大
学
集
中
講
義
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
最
上
の
金
山
町
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

あ
る
学
生
た
ち
は
金
山
町
と
運
命
の
出
会
い

を
果
た
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
自
然
の
雄
大
さ

や
人
々
の
温
か
さ
に
感
銘
を
受
け
、
講
義
外

で
自
主
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
稲
刈
り

や
地
域
の
伝
統
行
事
に
参
加
す
る
う
ち
、「
地

域
の
人
と
の
繋
が
り
を
絶
や
し
た
く
な
い
」

と
思
う
よ
う
に
。
平
成
25
年
３
月
、
講
義
の

拠
点
と
な
っ
た
道
草
ぶ
ん
こ
う
か
ら
名
前
を

と
り
、
15
名
の
同
志
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
道
草

は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
当
初
の
目
標
は
、『
金
山
を
知
り
、
も
っ

と
楽
し
む
』。
山
形
大
学
の
助
成
金
「
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
支
援
を
受
け
る
な
ど
し

て
、
町
へ
の
訪
問
頻
度
を
増
や
し
、
地
域
活

動
の
幅
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

チ
ー
ム
道
草
は
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
存
在
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

交
流
か
ら
生
ま
れ
た
活
動

　
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
か
ら
、
多
く
の

活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
支

援
。
サ
ー
ク
ル
の
発
足
か
ら
程
な
く
し
て
、

金
山
小
学
校
の
運
動
会
を
訪
れ
た
学
生
と
先

生
と
の
何
気
な
い
会
話
か
ら
生
ま
れ
た
活
動

で
す
。
12
月
７
〜
８
日
に
は
、
今
年
２
回
目

広報かねやま　2020.1 ④広報かねやま　2020.1⑤

　町内小中学校での学習支
援やイベント運営の補助、
地区行事や事業者さんの手
伝いなどを行っています。
　いずれも町の皆さんの
「やってほしい！」に応え
るべく活動しています！

自然がいっぱい
街並みがきれい
地域があったかい
みんなイキイキしている
あいさつが返ってくる
美味しいものがたくさん
気前がいい
何度も来たくなる

●まちなか雛巡り
●かねやま街市
●ふれスポ大会
●神室雪まつり
●めごたまマルシェ
●めごたま夏祭り
●めごたま園運動会

●有屋小学習支援
●金山中学習支援
●旧朴山分校活用イベント
●山形ふるさとＣＭ制作
●エヌシップさんと農作業
●田茂沢地区おさいとう

と
な
る
金
山
中
学
習
支
援
が
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
受
験
を
間
近
に
控
え

る
３
年
生
に
、
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
の
経
験
を

交
え
て
指
導
し
ま
し
た
。
理
科
を
教
わ
っ
た

樋
渡
基
希
さ
ん
（
三
枝
）
は
「
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
た
。
勉
強
以
外
の
興
味
の
あ

る
話
題
を
交
え
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
く
れ

て
、
と
て
も
親
し
み
や
す
か
っ
た
」
と
、
歳

の
近
い
先
生
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
道
草
の
理
念

　
発
足
か
ら
１
年
経
っ
た
と
き
、
サ
ー
ク
ル

と
し
て
ひ
と
つ
の
理
念
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。そ
れ
は
、『
学
生
の「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
地
域
の
「
や
っ
て
ほ
し
い
！
」
を
結
び
付

け
る
』。
学
生
が
抱
く
夢
や
興
味
と
、
地
域

が
持
つ
想
い
や
地
域
資
源
を
繋
い
で
、
継
続

的
で
発
展
的
な
関
係
を
築
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
目
標
は

地
域
と
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
、
チ
ー
ム
道
草
は
進
化
を
続
け
ま

す
。
町
外
で
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な

ど
、
今
ま
で
の
活
動
か
ら
一
歩
先
ゆ
く
ア
イ

デ
ィ
ア
も
模
索
中
の
よ
う
で
す
。

　
金
山
と
、
そ
こ
に
住
む
人
が
好
き
。
だ
か

ら
こ
そ
地
域
の
期
待
に
応
え
た
い
―
―
。
こ

れ
か
ら
も
チ
ー
ム
道
草
は
、
金
山
で
た
く
さ

ん
の
「
楽
し
い
」
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

も
と
き

特
集み

ち
く
さ
し
よ
う
よ
！

彼らが企画したKaneyama Lovers Fesでの一幕
大人も子どもも目いっぱい楽しんでいました
【写真提供】Photo DAISUKE KURIHARA

＼具体的には？／

私たちがやっていること！

●結　成：平成25年３月
●所属数：133名
　※令和元年12月時点

チーム道草のこと教えます！

言わせてください！

「金山の好き」

Ｑ1．出身地は？

Ｑ2．学年別では？ Ｑ3．男女比は？

学生の「やってみたい！」×地域の「やってほしい！」を繋いでいます

やってほしい！

やってみたい！

【金山町の皆さん】 【チーム道草】

１年
47%

２年
18%

３年
24%

４年
11%

男性
47%女性

53%

県内
29%

県外
71%



　
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
金
山
町
に

何
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
会
場
は
認
定
こ
ど
も

園
め
ご
た
ま
園
舎
。
町
内
外
の
飲
食

店
や
雑
貨
店
の
出
店
や
子
ど
も
た
ち

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、

20
の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
予
想
以
上

の
約
２
０
０
名
。
私
た
ち
の
普
段
の

活
動
を
収
め
た
写
真
や
金
山
の
好
き

な
と
こ
ろ
を
一
人
一
人
が
書
い
た
掲

示
物
も
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。

　
運
営
に
際
し
て
は
、
地
元
の
高
校

生
や
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

々
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
縁
が

繋
っ
て
開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
何
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
し
た
い

と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
の
で
、そ
れ
が

叶
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
写
真
の
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も

み
ん
な
が
笑
っ
て
い
て
楽
し
そ
う
で
、

大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
、う
ま
く
で

き
ず
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
の
苦
し
み
を
忘
れ
て
し

ま
う
く
ら
い
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う

プ
ラ
ス
の
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
。

　
改
め
て
、
金
山
は
人
も
町
も
あ
た

た
か
い
、
本
当
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
好
き
な
金
山
で
大
好
き
な
み

ん
な
と
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

広報かねやま　2020.1 ⑥広報かねやま　2020.1⑦

　活動を通して多くの人に出会い、町を五感で感
じ、金山町が大好きになりました。愛する金山の
魅力をもっとたくさんの人に伝えたい！そんな思
いから10月19～ 20日の２日間、町を巡るツア
ーを開催しました。チーム道草のメンバーを含め、
町外から18名に参加いただきました。
　町名の由来ともされる谷口銀山を探検したり、
美しい紅葉を観賞したり、金山ならではの街並み
を歩いたり、美味しいご飯屋さんやおしゃれなカ
フェを巡ったり、自分たちでうどんを一から作っ
たり…。とにかく盛りだくさんの内容でした。そ
れぞれの場面で、たくさんの楽しい、美味しい、
美しいを感じていただけたツアーになったと思い
ます。参加してくれた方からは、｢楽しい２日間に
なった｣｢また金山町に遊びに行きたい｣などのあ
りがたい言葉をいただきました。このような参加
者の声は、私たちチーム道草にとって、本当に嬉
しいものでした。

　毎年春に、金山の魅力を感じてもらえるよう、
新入生向けの町内ツアーを実施し、金山の名所を
ウォークラリー形式で見てまわっています。
　その中で出会ったオススメの場所や人、モノを
若い人にも見てもらえるようピクニックマップ風
にまとめました。大学生目線で、町の魅力を「形」
として残すことができたと思います。
　一連の事業で最初に着手したのがマップだった
ので、事業の進め方など苦労した点もありました。
しかし、町内の各所に置いていたマップがすぐに
無くなる程人気だと聞いて、地域の皆さんの反響
の大きさがすごく嬉しかったです。
チーム道草と金山町、それぞ
れの「楽しい」が合わさった
マップとなっています。役場
などにありますので、まだご
覧になっていない方はぜひ見
ていただきたいです！

＼みちくさしようよ！／

「金山が好き」を伝えたい
感謝の気持ちをプロジェクトに

サークル結成から７年目。メンバーの多くは、ある考えを抱いていました。
「自分たち以外にも、もっと多くの若い人たちに金山の魅力を発信したい――」。
議論の末、彼らの導き出した答えが “かねやまラヴァーズプロジェクト”。
やまがた若者チャレンジ応援事業の支援を受けて、３つの企画を立ち上げました。
ここでは、それぞれのリーダーに想いを聞いていきます。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
恩
返
し

た
く
さ
ん
の
縁
を
改
め
て
感
じ
て
、

さ
ら
に
金
山
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
！

近
藤　
ま
り
も
さ
ん
（
３
年
）

色
ん
な
金
山
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ツ
ア
ー

熊
谷　
穣
さ
ん
（
３
年
）

ゆ
た
か

大
学
生
が
感
じ
る
金
山
の
魅
力
を
形
に
！

岡
崎　
空
歩
さ
ん
（
３
年
）

む

そ
ら

企画①

Kaneyama Lovers Fes
か　　　ね　　　や　　　ま ラ　バ　ー　ズ フ　ェ　ス

企画②

Michikusa Travel
み　　　ち　　　く　　　さ ト　ラ　ベ　ル

企画③

道草 MAPS
み ち く さ マ　ッ　プ

①運営スタッフの皆さ
ん　②ゾンビも登場!?
③夢湊列風のよさこい
ソーラン　④遊学の森
with 道草ブース　⑤大
木望歌さん on ステージ

㊤神室ダムでパシャリ！紅葉
真っ盛りの神室の山々にみん
な感動！　㊧谷口銀山の散策
はコウモリに注意。「道草い
きま～す！」 【写真提供（①～⑤）】Photo DAISUKE KURIHARA▲町中心部をメインに手書きで仕上げました！

①

④

③②

⑤



これまでこれから

　サークル発足のきっかけとなった道草ぶ
んこうを拠点に、フィールドワークの学生
を長く受け入れています。縄ない・山菜採
り・自然観察・そば打ちなど、たくさんの
ことを体験してもらいました。
　「のんびり」が地域学習の醍醐味。純粋
に楽しんでもらいたい一心で、学生に難し
いことは求めませんでした。それが、金山
を気に入ってもらえる一因だったかもしれ
ません。大学側の要望で、来年からの受け
入れは打ち切りとなり、運営委員会も解散。
しかし、個人的な繋がりが切れることはあ
りません。皆さんが社会に出てからも「ホ
ッ」としたいときは、また道草ぶんこうを
訪れてほしいと思います。

　チーム道草との出会いは、遊学の森での
山形大学フィールドワークがきっかけ。今
では年の離れた友達のようにプライベート
でも楽しく交流しています。
　道草のみんなの「金山のために何かをや
りたい」という気持ちは、地域にとって本
当にありがたいことだと思います。大きな
イベントだけでなく、地区の小さな祭りな
どにも来てくれます。大いに盛り上げてく
れて、地域の思いにも応えてくれます。
　受け入れる側も「何かしてやれないか」
という気持ちが大切だと感じています。せ
っかく多くの若者が金山に来てくれている
のだから、一生のファンになってもらえた
ら嬉しいですね。

　私は、現メンバーで唯一の金山町
出身者です。チーム道草と出会いは
中学時代。中学３年生時の学習支援
で先輩方に勉強を教えてもらいまし
た。その時は「こんな活動をしてい
る大学生がいるのか」程度しか思っ
ていなかったので、まさか自分が所
属することになり、ましてや代表を
務めることになるなんて思ってもい
ませんでした。
　私のモットーは「みんなで楽し
く！」。先輩からいただいた「自分
たちのスタンスを確立して、伝統な
んか壊してほしい」というエールを

胸に、できることを地道にやってい
きたいと思います。主に最上地域、
特に金山町での地域活動をメインに
しているサークルであるため、出身
者としては正直プレッシャー。私自
身まだまだ金山のことを知らないと
実感しています。地元であるメリッ
トを生かしつつも、客観的に金山町
を見つめ直す機会にもなればと思っ
ています。
　チーム道草はまだまだ可能性を模
索中です。金山の皆さんの「やって
ほしい」をもっともっと教えてほし
いと思います！

　チーム道草の６代目代表を務めま
した。昨年の山形ふるさとＣＭ大賞
のスギオ役が私です。スギオの方が、
町の皆さんには浸透しているかもし
れません（笑）。
　数えてみたら、代表をしていた１
年間で60日間も金山町を訪れてい
ました。我ながらよくこんなに来た
なと感じています。でも、「今日行
きたくないな…」と思ったことは一
度もありません。それは金山の皆さ
んがいつでも温かく迎えてくれたか
ら。ニックネームで呼んでくれる子
どもたちや、気さくに話しかけてく

れるおじいちゃん・おばあちゃんの
存在が、いつしか活動の励みになっ
ていました。年賀状をくれる方もい
て、金山町は第２の故郷だと心から
言える存在です。
　金山での活動を通して、私たち学
生も人間として成長しています。地
域の皆さんと触れあうことで、初々
しかった新入生も自主的に住民の方
と交流できるようになりました。今
では「応援しているよ」と声をかけ
ていただけるようになり、ちょっと
でも私たちに期待してくれているの
かなと嬉しく思います。

広報かねやま　2020.1 ⑧広報かねやま　2020.1⑨

＼みちくさしようよ！／

１年間で金山を訪れた回数は60回
「応援しているよ」の声が活動の励みでした

チーム道草唯一の金山町出身者
皆さんの「やってほしい！」を教えてください

菊地　航平さん

チーム道草 前代表
こう へい

森
の
案
内
人
会

三
上
　
俊
一
さ
ん

し
ゅ
ん
い
ち

道
草
ぶ
ん
こ
う
運
営
委
員
会

須
藤
　
幸
一
さ
ん

こ
う
い
ち

千川原　香林さん

チーム道草 代表
か りん

Interview
 

①

Interview
 

②

【写真提供】Photo DAISUKE KURIHARA

チーム道草がたどる軌跡

それは金山と共に
日々の活動を更新中！皆さんの「やってほ
しい！」をメッセージでお寄せください！
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